
アメリカにおける雇用関係は, 使用者と労働者の間

の合意によって生じ, 賃金や労働時間をはじめとした

労働条件も, 両当事者間の暗黙あるいは明示の合意に

よって規律される｡ その意味で, 雇用関係は, 基本的

には契約関係であるとされている｡ しかし, 雇用関係

は, 雇用差別禁止法や最低賃金法などの公的価値の実

現を目的とした法律によって制約される｡ こうして,

雇用関係は, 一方で契約関係としての性質を備えなが

ら, 他方で, 多数の法律によって労働者に権利が付与

されており, これにより公共的な特質を帯びていると

いうことができる｡

しかし, アメリカの雇用関係における制定法上の権

利と契約の関係は, 極めて複雑な様相を呈している｡

まず, 契約とはいっても, その中には明確な合意がな

ければ労働者に有利に解釈される default rule もあれ

ば, そうでない default rule もある｡ たとえば, 随意

的雇用に関する明確な合意が存在しなければ, 黙示の

合意によって, 解雇に正当な理由が求められる場合が

ある｡ これは, 黙示の合意に労働者の仕事に対する権

利 (Entitlement to Job Security) を反映していると

いうことができる｡ さらに, 権利の中には, 労働者の

同意によって放棄することができないもの (Non-

waivable Employee Rights) もあれば, たとえば,

プライバシーの権利など, 契約によって放棄すること

ができる権利 (Waivable Employee Rights) もある｡

本論文の著者は, 以上のような認識を基礎に, 現代

のアメリカ雇用関係において表面化している紛争は,

｢契約｣ と ｢権利｣ の関係がより複雑化した ｢Hybrid｣

なものであり, 代表的には, ｢退職後の競業避止特約｣

と ｢仲裁合意｣ がこれに該当するという｡ ここで仲裁

合意とは, 労働者の訴権を放棄する契約であり, 一方,

退職後の競業避止特約とは, 使用者と競争する権利を

放棄する契約である｡ これらの権利は放棄することが

可能であるものの, 明確な合意があるだけでは不十分

で, 一定の条件が課されており, その意味で

‶Conditionally Waivable Employee Rights" である

とするのである｡

まず, 退職後の競業避止特約は, たとえ労働者が明

確に合意していても, ①使用者の正当な利益を保護す

ること, ②正当な利益保護について合理的な範囲にと

どまっていること, ③労働者や公共の利益を不当に侵

害しないこと, という要件が求められており, しかも,

当事者の合意の内容に関わらず, 使用者利益を保護す

る最小限の範囲に縮減されるケースが多い｡

次に, 仲裁合意 (Mandatory Arbitration Agree-

ment) とは, 制定法上の権利等に関する紛争を, 裁

判所のかわりに仲裁に委ねるという合意であるが, た

とえ明確な合意が存在していても, 労働者に過大な仲

裁費用を負担させたり, 仲裁に付託することができる

期間を不合理に制限したり, 仲裁人の選任の権限を使

用者に付与するという形で, 労働者に不利益を課すも

のは, 非良心性 (unconscionability) 等の観点から効

力が認められない｡

では, 何故, 以上のような仲裁合意や退職後の競業

避止特約は, 権利あるいは契約としてではなく, それ

らの中間的な性質を持つ ‶Conditionally Waivable

Employee Rights" として理解されなければならない

のか｡
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まず, 退職後の競業避止特約と仲裁合意が, 端的に

契約として把握されないのは, それらが, 放棄するこ

とのできない労働者の重要な権利に近いものであるた

めである｡ 退職後の競業避止特約は, 労働者の職業を

選択する権利を奪うという性質を持っている｡ また,

仲裁合意は訴権を放棄する契約であるが, 適正な手続

のもとで権利の実現を求めることは放棄されてはなら

ない｡ さらに, これらの二つの契約は, 公共的な性格

をも併有している｡ 退職後の競業避止特約は, 競争を

促進するというパブリックポリシーに反する色彩を帯

びている｡ 他方で, 仲裁合意は, 公共的観点からの制

定法上の権利の実現が, 紛争解決の民営化によって損

なわれる, という契機を有している｡

それでは, 退職後の競業避止特約と仲裁合意は, 放

棄することのできない権利の側面から把握されるべき

か｡ 本論文の著者は, 次のような仕方で, このことも

否定する｡ まず, 以上の合意は, 営業秘密や顧客関係

を保護したり, 紛争解決のコストを低減させるという

ように, 労働者の権利を奪うだけではなく, 使用者の

正当な利益を保護するという目的を持っている｡ そし

て次に, たとえ表面上は, 労働者に不利益を課す契約

であっても, 当事者が対等に交渉したところでは, 当

事者が相互に利益を受けたと推認される｡ 契約は, 当

事者の選好に即して財を配分する効率的な仕組みであ

るといえる｡ 労働者は退職後の競業避止特約を締結す

ることによって, 重要な情報を得ることができ, また,

仲裁合意によって, 紛争解決のコストを抑制すること

もできる｡ 仲裁合意と退職後の競業避止特約を契約的

に処理することによって, 使用者と労働者はwin-win

の関係に立つことができるとするのである｡

本論文の著者は, 以上のような形で, 退職後の競業

避止特約と仲裁合意を, 権利の極と契約の極の中間に

位置づけ, このような ‶Conditionally Waivable Em-

ployee Rights" を, それ以外の領域にも拡大すべき

ことを主張する｡ ‶Conditionally Waivable Employee

Rights" は, 契約の枠内に公共的価値を組み入れてい

くものであり, 労働者を保護するための統一的な強行

的規制の限界が表面化し, さらには, 技術革新や企業

組織の不安定さから柔軟性が要求されている現下にお

いては, より広く妥当していく可能性があることを強

調する｡

たとえば, 著者は, 集団的あるいは個別的な合意の

みによって保障されている労働者の雇用の安定に

‶Conditionally Waivable Employee Rights" を適用

していくことを示唆する｡ 使用者は労働者と明確に合

意することによって, 随意的雇用の権利を獲得するこ

とが可能であるが, こうした取扱いを, 退職手当の支

給や一定の教育訓練の付与を前提に, 労働者は雇用の

安定に関する権利をはじめて放棄することができると

いう仕組みに組み替えていくことが必要であるという｡

さらに, 民間企業における時間外労働に対する割増賃

金についても, たとえば, 割増賃金に対する請求権を

放棄する条件として, 代償時間を労働者に付与すると

いう形で, ‶Conditionally Waivable Employee Rights"

を適用していくことも指摘している｡

以上において示してきたように, 本論文の著者は,

退職後の競業避止特約と仲裁合意に表れている

｢Hybrid｣ な性質に着目して, これを雇用契約の他の

領域にも拡大していくことを主張している｡ このよう

な主張の背景には, 統一的な強行規定によって労働者

の権利を保護していくことが機能不全に陥っていると

いう問題意識が存在しており, こうした問題意識はわ

が国の労働法と共通している｡ 雇用関係に対する法制

度は, アメリカとわが国の間では, 大きな違いがある

ものの, 労働者の権利を柔軟に実現し, 雇用契約に公

共的価値を取り込んでいくという見方は, わが国にも

妥当する一つの方向性を示しているといえよう｡

No. 563/June 2007110

いしだ・しんぺい 同志社大学大学院法学研究科博士課程｡

最近の主な著作に ｢労働契約関係における非合意的要素

Hybrid Contract の観点から｣ 『日本労働法学会誌』 108 号,

2006年｡ 労働法専攻｡



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 0
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
    /FutoGoB101-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /FutoMinA101-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /GothicBBB-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Jun101-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Jun34-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Jun501-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /MidashiGo-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /MidashiMin-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /MtGothic-Medium-It
    /Ryumin-Bold-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Heavy-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Light-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Regular-Bibl-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Ultra-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Bold-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Light-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Medium-Biblo-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Regular-Bibl-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Ultra-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinseiKai-Biblos-83pv-RKSJ-H
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 600
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /None
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [813.543 1116.850]
>> setpagedevice


